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地域座談会（社会福祉協議会会場） 意見交換記録 

                        と き  平成３０年５月９日（水曜日） 

                                                午後７時３０分から午後８時４５.分 

                        ところ  社会福祉協議会 

                                           参加者  ６人 

番号 項 目 町民等からの意見等要旨 町からの発言要旨 対応（担当課） 

１ 財政について ●歳入の試算について、５年後の

推計だけでなく、もっと具体的な

数値を使って、10年後の推計が必

要ではないか。 

 

●限られた予算の中で行政サービ

スを行うため、事業（サービス）

廃止も必要ではないか。 

●10年後の推計については、景気の動向、税

制改正、社会保障制度等の影響により大きく

変動するものだと考えています。そのため、

５年後の推計を作成しています。 

 

●毎年、中期財政見通しを作成しています。

推計の際は、色々な条件を加味して作成して

います。作成後は、この推計を見据えながら、

事業棚卸や町補助金の縮小などを行い、一度

に事業廃止にならないようこの推計を活用し

ています。 

●発言のとおりです。（企画財政課） 

２ 北条道の駅に

ついて 

●「北条道の駅」単独で検討をす

るのではなく、「大栄道の駅」「青

山剛昌ふるさと館」、また、１市４

町で連携をすることを考えないと

いけないのではないか。 

●中部地域の連携は必要だと感じています。

中部観光推進機構という組織がありますの

で、この組織を中心に進めていければと考え

ています。 

●道の駅については、大栄、北条それぞれの

特色を生かしつつ、相乗効果が図れる施設と

なるよう考えています。 

●北条道の駅、大栄道の駅、ふるさと館、蜘

蛛山など町の魅力ある施設を道路ネットワー

●発言のとおりです。（観光交流課） 

 

 

 

 

 

 

●道路ネットワークを活用したまちづくり勉

強会（構成：中部市町、県、国交省）に積極
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番号 項 目 町民等からの意見等要旨 町からの発言要旨 対応（担当課） 

クで結び、町づくりを進めたいと考えていま

す。また、活性化のためには、人がいないと

進まないため、仕掛けづくりが重要だと考え

ています。 

的に参加し情報交換を行って連携を強めま

す。 

道の駅の整備については、道の駅運営連絡協

議会（事務局：町）を開催して、整備のみな

らず運営面についても協議をいたします。（産

業振興課） 

３ コナンのまち

づくりについ

て 

●コナンに登場するキャラクター

が境港市と比べて少ない気がす

る。そのため、キャラクターの数

を補うための方策を考える必要が

あるのではないか。 

●コナンキャラクターは、現在設置している

キャラクター以外にもまだまだ沢山ありま

す。また、ファンの方からも他のキャラクタ

ー設置についてご要望をいただいています。

その他キャラクター設置以外にも、お台場や

由良宿の歴史などをコナンとコラボさせ、コ

ナンプラスアルファーの町づくりを進めてい

ます。 

●発言のとおりです。（観光交流課） 

４ 人間ドックに

ついて 

●町の補助が65歳までとなってい

るが理由があるのか。 

●町の人間ドックの目的は、限られた財源の

中で、働き盛りで忙しく、なかなか検診にい

けない方を対象にしています。人間ドックの

メリットは、同じ場所で半日の時間があれば

ほぼ全ての検診を終えることができます。そ

ういった意味で、働き盛りの方を対象とし、

病気の早期発見に繋げています。 

●29 年度から人間ドック対象を 65 歳に拡大

したところです。拡大することにより、病院

との受入人数の調整も必要となり、30年度か

ら人間ドック受診医療機関を 26 機関に増や

●発言のとおりです。（健康推進課） 
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番号 項 目 町民等からの意見等要旨 町からの発言要旨 対応（担当課） 

しました。 

●時間に余裕がある方は、町の集団健診と医

療機関の検診をあわせいただくと、ほぼ、人

間ドックと同じ内容になります。費用も、人

間ドックの時よりも安く受診することができ

ます。 

５ 高齢者の福祉

について 

●高齢者の方に元気がないように

感じる。 

●（町長）町で個別に何かを行うことはでき

ませんので、地域の方の力をいただきながら

協力して進めたいと考えています。30年度に

生活支援コーディネーターを町に配置したの

で、支え合いに繋げていただきたいと思いま

す。 

●発言のとおりです。（福祉課） 

６ 由良川の整備

について 

●今後の見通しはどうなっている

のか。工事は終了したのか。 

●今後については、具体的に決まっていませ

ん。 

●以前の工事で川幅を拡幅したため、潮が上

がってきているため、はじめに農業用水の対

策を行い、その後、大島、亀谷へ向け工事の

検討を鳥取県が進めていくと思います。 

●由良川本川については、昨年度から河道拡

幅に伴う塩水遡上対策（農業用水をどのよう

に確保するか）を県で検討を進めているとこ

ろです。検討に時間を要しています。 

 現在は、北条川放水路の護岸工事に全力で

向かっているところですが、来年度以降、北

条川のＪＲ橋周辺及び由良川本川の調査検討

にも、北条川放水路の工事と同時並行で着手

していければと考えています（地域整備課） 

 


